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This study uses data from the 2008 Japanese General Social Survey (JGSS-2008) 
to examine how belief in life-after death and happiness are related in contemporary 
Japan. Major findings are as follows: 1) belief in life-after death and happiness are 
positively and significantly related with the net effect of socio-demographic variables 
in the male sample; 2) belief in life-after death has stress buffering effects on male 
respondents who thought that their incomes are relatively low; 3) when the same 
analyses were conducted on the female portion of the sample, the positive and 
significant relationship between belief in life-after death and happiness and the stress 
buffering effects on lower income respondents were not found. 
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and  Georgianna1989；Pope and Danigelis1981；Liu et al.2012］。特に 1980 年
以降、様々な社会─人口学的変数や健康関連変数を統制した上でも、宗教
性とメンタルヘルスの間に有意な独自の関連が残ることが様々な研究者に
よって指摘されてきた［George et al.2002；Koenig et al.2012］。本稿で取り上
げる幸福感についても同様に宗教性との関連が指摘されている［Andrews 
and McKennell 1980；Koenig et al. 2001；Myers 1993］。また幸福感自体が主
観的ウェル・ビーイングや心理的ディストレス（悲嘆、苦悩）の指標とし




















論じられてこなかった［Bradshaw and Ellision 2010；Koenig et al.2012；Liu et 
al.2012］。しかしながら近年は台湾や中国といった東アジアにおける宗教性
と幸福感の関係も徐々に明らかにされてきている［范・蕭 2012］。たとえば





ことを明らかにしている［Liu et al.2012］。さらに Liu et al.［2010］は 2007 







































































の研究で検証されている。たとえば Ellison et al.［2009］は、アメリカの全
国調査データの分析から、死後の世界を信じていると回答した回答者は不
安感が低く、生活満足度や精神的安定感が高いことを明らかにしている。
また Flannelly et al.［2006、2008］はアメリカの全国調査の分析から、死後
の世界を信じていると回答した回答者は不安感、抑鬱感、強迫観、妄想、
恐怖感、自己防衛が低いことを明らかにしている。さらに、Bradshaw and 






















































ただし近年は日本版 General Social Surveys に加え、台湾の Taiwan Social 
Change Survey、韓国の Korean General Social Survey、中国の Chinese General 
Social Survey という各地域で実施されている同種の調査の設問の一部を組
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知見を整理する［金児・金児 2005；金児 2011］。 



































本稿では、2008 年に実施された日本版 General Social Surveys（以下
JGSS-2008）を使用する。JGSS-2008 は全国の 20～89 歳の男女を対象に、層
化二段無作為抽出法で調査を行ったものである。本稿で用いるのは
JGSS-2008 の A 票である。 





実施の JGSS-2000 と 2001 年実施の JGSS-2001 にも、死後の世界について
JGSS-2008 と同じ設問が設けられている）。 
























「市郡規模」は、「大都市」「人口 20 万人以上の市」「人口 20 万人未満の











を 1、「現在、配偶者がいる」を 0 とした。「健康状態」の質問文は「あなた
の現在の健康状態はいかがですか。」であり、選択肢は「1：良い」～「5：









2 回」「3：3 回」「4：4 回以上」である。分析では「0：なし」を 0、それ以
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分析に使用した変数の基本統計量は表 1 にまとめてある。 
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成した。分析には Stata10 を使用した。 
最小値 最大値 平均／％ 標準偏差
幸福感 1 5 3.919 0.945
死後の世界 0 1 20.8%
実年齢 20 89 52.596 16.261
性別（女性＝1） 0 1 51.9%
市郡規模（都市＝1) 0 1 87.3%
教育年数 6 18 12.640 2.460
非就労 0 1 35.4%
無配偶者 0 1 26.3%
健康状態 1 5 2.371 1.114
相対的世帯収入 1 5 3.362 0.862
トラウマ経験 0 1 61.4%
世帯年収
　0-349万円 0 1 20.1%
　350-649万円（基準カテゴリー） 0 0 24.9%
　650-999万円 0 1 18.1%
　1000万円以上 0 1 8.8%
　DK・NA 0 1 28.2%
宗教属性
　伝統宗教（個人） 0 1 5.1%
　伝統宗教（家） 0 1 26.0%
　キリスト教 0 1 1.0%
　新宗教 0 1 4.5%
　その他の宗教 0 1 0.4%
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するために、モデル 2 からモデル 6 では、上記 4 つのストレッサー関連変
数（「無配偶者」「健康状態」「相対的世帯収入」「トラウマ経験」）と「死後
の世界」の交互作用項を作成し、その効果を検討した。まずモデル 2 から
モデル 5 では交互作用項を 1 つずつ投入し、最後にモデル 6 ですべての交
互作用項を投入した。 
交互作用項を 1 つずつ投入したモデル 2～モデル 5 の結果を見ると、「死
後の世界×相対的世帯収入」のみが統計的に有意であった（b=0.107、p<.05




死後の世界 0.291 * 0.115 * 0.119 * 0.127 ** 0.121 ** 0.126 **
実年齢 0.015 *** 0.014 *** 0.015 *** 0.014 *** 0.015 *** 0.014 ***
性別（女性＝1） 0.218 * 0.222 * 0.217 ** 0.227 ** 0.218 * 0.228 *
市郡規模（都市＝1) 0.218 0.222 0.220 0.225 0.216 0.229
教育年数 0.010 0.009 0.010 0.009 0.010 0.008
非就労 0.189 0.197 0.190 0.185 0.190 0.195
無配偶者 -0.657 *** -0.293 *** -0.289 *** -0.287 *** -0.289 *** -0.289 ***
健康状態 -0.550 *** -0.613 *** -0.612 *** -0.613 *** -0.611 *** -0.615 ***
相対的世帯収入 -0.388 *** -0.332 *** -0.336 *** -0.335 *** -0.337 *** -0.332 ***
トラウマ経験 -0.216 * -0.107 * -0.105 * -0.103 * -0.106 * -0.106 *
世帯年収（350-649万円=ref）
　0-349万円 -0.160 -0.158 -0.158 -0.153 -0.161 -0.148
　650-999万円 -0.098 -0.091 -0.097 -0.089 -0.096 -0.080
　1000万円以上 -0.055 -0.040 -0.054 -0.044 -0.055 -0.028
　DK・NA -0.041 -0.028 -0.041 -0.043 -0.041 -0.029
宗教属性（無宗教=ref）
　伝統宗教（個人） 0.255 0.264 0.253 0.264 0.254 0.267
　伝統宗教（家） -0.003 -0.001 -0.004 -0.004 -0.001 -0.002
　キリスト教 -0.396 -0.383 -0.396 -0.398 -0.388 -0.374
　新宗教 -0.085 -0.073 -0.086 -0.104 -0.084 -0.094
　その他の宗教 1.517 * 1.525 * 1.526 * 1.437 1.528 * 1.471 *
死後の世界×無配偶者 ─ 0.075 ─ ─ ─ 0.071
死後の世界×健康状態 ─ ─ -0.018 ─ ─ -0.029
死後の世界×相対的世帯収入 ─ ─ ─ 0.107 * ─ 0.106 *
死後の世界×トラウマ経験 ─ ─ ─ ─ -0.023 -0.029
カットポイント1 -6.404 -3.573 -3.551 -3.572 -3.556 -3.591
カットポイント2 -4.674 -1.839 -1.821 -1.839 -1.826 -1.856
カットポイント3 -2.447 0.392 0.404 0.394 0.400 0.379
カットポイント4 -0.779 2.062 2.073 2.066 2.069 2.053
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死後の世界 0.166 * 0.102
実年齢 0.011 * 0.014 **
市郡規模（都市＝1) 0.577 ** -0.070
教育年数 -0.031 0.053
非就労 -0.024 0.411 **
無配偶者 -0.574 *** -0.091
健康状態 -0.651 *** -0.622 ***
相対的世帯収入 -0.330 *** -0.343 ***











　その他の宗教 0.514 2.390 *
死後の世界×無配偶者 0.020 0.080
死後の世界×健康状態 -0.098 -0.031






























































る」「3：そんなに熱心ではない」である。これを 3 が「熱心である」、1 が
「そんなに熱心ではない」となるように値を反転させ、さらに「宗教属性」






































































以上 2 点目と 3 点目の限界を乗り越えるためには、日本の宗教心理学で



























と社会階層に関する実証研究が行われている［Keister et al. (eds.)2012］。さ
らに近年は社会階層・宗教・メンタルヘルスに関する実証研究も徐々に蓄





































きるのは、「A という人は B である傾向がある」という傾向であり、当然その傾
向に当てはまらない人もいるからである。 
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